
1 

会議録 
  

１ 会議名  

令和８年度第４回名立区地域協議会  

  

２ 議題（すべて公開）  

（１）開会  

（２）あいさつ  

（３）議事  

ア 報告事項：上越市公共施設等総合管理計画に基づく取組案について 

イ 自主的な審議：名立の魅力発信と持続可能な集落・地区の促進について  

ウ その他事項： なし 

（４）閉会  

  

３ 日時  

令和8年7月28日（火）午後6時30分から午後7時35分まで  

  

４ 場所  

名立区総合事務所 第２会議室  

  

５ 傍聴人の数   

1人  

  

６ 非公開の理由  

なし  

  

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略）  

・委 員：池垣委員、石井委員、岡﨑委員、髙宮委員、新田委員、二宮委員、畑委員、原田

委員、細谷委員、矢沢委員、吉沢委員  

・事務局：資産活用課 敷波副課長、社会教育課 古川課長、名立区総合事務所 沢田所長、

齊藤次長、武田グループ長、齋藤班長、福田班長、大島主任 

  

８ 発言内容  

  

＜ア 報告事項：上越市公共施設等総合管理計画に基づく取組案について＞ 

■ 説明  

 ・事務局から、資料No.1により説明。 

■ 質疑応答  

・質問／意見：不動地域生涯学習センターは例年、年末年始に50人程度が利用する。改定

後、年末年始は休館するとあるが、使用できないのか。使用料について町

内会は減免対象だが、壮年会など他団体は減免対象とならないのか。 

→回答：休館日は原則であり、事前相談いただいて許可要件をクリアしていれば、

利用可能。減免対象となる団体は従来通りの基準から変更はない。ただ、

飲食が伴えば使用料は発生する。 

・質問／意見：名立地区公民館体育館のカテゴリーは一般体育館か公民館か、どちらか。

また、利用者の少ない水曜日を休館日とすることについて、現在すこやか

サロンで月・火・金曜日を主に使用しているが、水曜日に利用する月もあ

る。その場合、利用日を変更しないといけないのか。 

→回答：公民館のカテゴリーに入る。また、あくまで週に1日休館日を設ける市の

方針に基づき、案として水曜日とした。今後関係団体等と協議の上、具体

的な曜日を決定する。仮に休館日と利用希望日が重なったとしても、事前
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相談いただいて許可要件をクリアしていれば、利用可能である。 

・質問／意見：ろばた館は、利用時間の変更について表記がない。現在の利用時間から変

更はないのか。 

→回答：変更はない。 

・質問／意見：ろばた館と円田荘は、現在貸館として常駐者がいない。あえて休館日を設

ける必要はあるのか。 

→回答：貸館では、鍵の開閉管理が発生する。休館日を設けることで、鍵管理人の

定期的な休暇日ができることから、管理人の物理的、心理的な負担軽減を

図るためにも必要と考える。ただ、相談に応じて休館日も利用することは

可能。 

・質問／意見：円田荘の2階が耐震基準を満たしていないことから、2階部分について現在

利用不可になっている。利用者に対し、どのように周知したのか。 

→回答：利用団体へ個別に説明を行った。 

・質問／意見：ろばた館と円田荘の週2回の休館日はどのように決めるのか。 

→回答：利用実態に沿って利用の少ない日を候補とし、利用団体と担当課で協議し

決定したい。 

・質問／意見：名立地区公民館について、16時以降は鍵管理となるのか。 

→回答：名立地区公民館は名立コミュニティプラザと建物が一体化しているため、

現時点では決まっていない。地区によって利用時間に偏りがあるなど利用

実態も異なるので、地域の事情を踏まえて対応していきたい。 

・質問／意見：名立地区公民館は22時まで利用できるが、今後21時までとなるのか。 

→回答：原則は21時だが、事前相談の内容によっては利用許可できる。 

・質問／意見：名立コミュニティプラザは、日常的に放課後、小学生が利用している。休

館日があるとトイレも使用できない。配慮が必要ではないか。 

→回答：小・中学生のスクールバスの終点になっており、配慮が必要と考えている。

利用者と相談していきたい。 

・質問／意見：名立区では、公民館自体が地域と繋がっている場所であり、利用者にとっ

て唯一無二の施設である。スケジュールには利用者や関係者との具体的な

協議日程について記載がないが、協議は行うのか。特に保護者との協議は

必要と思う。 

→回答：利用団体から意見を聞く場を設けたい。他地区では意見交換を進めている

ところもある。利用団体に対し丁寧な説明は必要と考えており、代替施設

や他曜日の利用検討なども考えたうえで、利用団体としてどうしても譲れ

ない条件があれば話をしてもらい、双方納得したうえで進めていきたい。 

 

＜イ 自主的な審議：名立の魅力発信と持続可能な集落・地区の促進について＞ 

■ 説明  

 ・事務局から、資料No.2により説明。 

■ 質疑応答  

・なし 

 

＜ウ その他事項：なし＞ 


